
第１０回地域発『活力・発展・安心』デザイン実践交流会

地（知）の拠点大学による
地方創生推進事業

～地（知）の拠点ＣＯＣプラス～

ＣＯＣ+推進機構 特任教授 中川忠宣



①『人口減少が地域経済の縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる』
という負のスパイラルに陥ることが危惧されている。

②地方／東京の経済格差拡大が、東京への一極集中と若者の地方からの流出を
招いている。

【背景・課題】

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
～地（知）の拠点ＣＯＣプラス～

【事業概要】

地方の大学
地域の自治体や中小企業等と協働し、地域の雇用創出や学卒者
の地元定着率の向上に関する計画を策定

○ 大学が、地域の各種機関と協働し、学生にとって魅力ある就職先を創出・
開拓するとともに地域が求める人材を育成するための教育改革を実行

○ COC+推進コーディネーターを配置し、事業協働地域の連携強化や取組の進
捗を管理

⇒事業協働機関が設定した目標達成のため、大学力（教育・
研究・社会貢献）を結集



各学校種におけるキャリア教育
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⚫ 発達の段階に応じた意図
的な指導に取り組もう

⚫ キャリア教育の視点から具体的な
進路選択を展望させよう

⚫ 職場体験活動を一層活用して、系
統的なキャリア教育にしよう

⚫ キャリア教育の視点から教科指導を見直そう
⚫ キャリア教育の「断片」を関連付けよう
⚫ インターンシップを充実させよう

⚫ 低学年：自分の好きなこと、得意なことやできることを増やし、様々
な活動に意欲と自身を持って取り組めるように

⚫ 中学年：友達のよさを認め、協力して活動する中で、自分の持ち味や
役割が自覚できるように

⚫ 高学年：苦手なことや初めて挑戦することに失敗を恐れずに取り組み、
そのことが集団の中での有用感や自尊感情につながるように

⚫ 生徒が長期的展望に立ち、主体的に進路
選択できる力を身につけること

⚫ キャリア教育の中で夢や目標を明確にす
ることで、学習意欲の向上につなげるこ
と

⚫ キャリア教育の学びの中で獲得してきた
能力や価値観を、進路選択の重要な要素
として結びつけること



http://www.cocplus.oita-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2016/07/事業推進体制.jpg




大分豊じょう化プログラムの構築構想

高度化教養科目（４科目）
高度化②
・利益共有型インターン
シップ（２科目）

・高度化ボランティア実践
高度化①
・地域ブランディング
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・企業力育成科目（１５科目）
・地域力育成科目（２２科目）
・汎用力育成科目（５２科目）
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学部専門科目
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アクティブ
プログラム
＜教育課程外活動

＞

①学部活動

②全学的活動

＜自治体の役割＞

①雇用の拡大・創出の推進

②人材育成（キャリア教育）
支援

＜産業界・団体の役割＞

①人材ニーズの提案

②人材育成（キャリア教育）
支援

③産学連携（共同研究）の
推進

CP/DP

大分豊じょう化・産業振興の

雇用拡大

具体的取組（例）

地域創生教育プログラム

雇用創出プログラム
県内就職率向上
プログラム

大分豊じょう化
人材の育成

高大接続による県内入学生の増加 雇用ニーズに対応した質の高い教育プログラム開発 雇用ニーズとのマッチング指導

地方創生交付税
の活用
寄付講座
ＩＳ受入れ

２科目履修

＜企業力＞大分県を中心とした企業が求める「企業理解」「企業への関心」「企業に求められる能力」に関する９項目の教育内容を設定
＜地域力＞大分県を中心とした地域が求める「地域理解」「地域への関心」に関する７項目の教育内容を設定
＜汎用力＞企業や地域から求められる就業基礎力、社会人基礎力、学士力等の汎用的能力（対課題基礎力：４、対人基礎力：６、対自己基礎力：７）を育

成する１７項目の教育内容を設定

（教育学部）
教職展開ゼミ
教育コミュニケーション力の開発
教育支援実践研究Ⅱ
（経済学部）
中級セミナー I
中級セミナー II
農山漁村再生論
フィールドワーク入門
（医学部）
地域医療学講義・実習
地域医療・地域保健・総合内科
地域看護学実習
地域看護活動展開演習
（理工学部※Ｈ２９開設）
都市計画
都市システム工学
（福祉健康科学部）
福祉健康科学概論
アーリー・エクスポージャー
リハビリテーション医学・概論



大分大学教育改革プログラム（～地域創生人材の育成の観点から～）

高大接続 質の高い教育プログラム開発 人間力・就業力の育成と雇用

学部教育プログラム

地域貢献・協働プログラム

教養教育プログラム

①導入・転換（学部生対象）科目

②福祉・地域科目（２単位必須）

③社会・経済科目

④文化・国際科目

⑤自然・科学科目

科目群
①地域創生教育を目的とした科目
②地域教材を多く取り入れた科目
③対課題基礎力育成を目的（有効）とした科目

教育手法
①地域教材の活用
②カリキュラム・マトリクス
③アクティブ・ラーニング
④地域連携教育の導入

学生の活動
①地域ボランティア
②サークル活動

教員の活動
①産学官の共同研究
②地域・企業支援活動

地域創生教育プログラム

学びの質の保証

学びの習得（評価）

ＣＯＣ＋事業

科目群
①大分を創る科目（２単位必須）
②大分を創るトップアップ科目

教育手法
①地域教材の活用
②カリキュラム・マトリクス
③アクティブ・ラーニング
④地域連携教育の導入



平成２８年度入学生の意識調査

５学部：１，０４５名













地（知）の拠点大学による
地方創生推進事業

～地（知）の拠点ＣＯＣプラス～

ご清聴ありがとうございました


